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金属ナノ触媒粒子による
気体反応の可視化
Visualizing chemical reaction by metal nanoparticulate catalysts

 キーワード　Keyword
金属ナノ粒子触媒、CO酸化反応、カーボンナノチューブ
metal nanoparticulate catalysts, CO oxidation, carbon nanotubes

 応用分野　Application
触媒科学、ナノテクノロジー、空気浄化触媒、複合材料、電子デバイス
application：catalyst science, air purifi cation catalysts, nano-composites, electronic devices

 目的・期待される効果
○ 既知触媒の特性の向上
○ 新規触媒の開発
○ カーボンナノチューブの構造制御成長
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ナノ構造・機能評価
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 概　要

　　　環境制御型透過電子顕微鏡により、反応ガス（一酸化炭素と空気の混合ガス）中にある金や白金のナノ粒子触
媒を原子スケールで観察することで、金属ナノ粒子触媒の構造と触媒作用（CO酸化反応）との関連を明らかに
します。また、カーボンナノチューブ成長を直接観察することで、カーボンナノチューブ生成中の金属ナノ粒子
触媒の構造を解明します。

 技術内容

　　　環境制御型透過電子顕微鏡は、
図のような差動排気方式の環境セ
ルを備えており、電子銃周辺を高
真空に保ったまま、試料周辺の気
体圧力を高くすることが可能で
す。これにより、気体と固体の反
応を原子分解能でその場観察する
ことが可能になります。

 特　長（優位性）

　　　実環境下にある触媒やデバイス、材料の生成過程などを原子分解能で観察することができます。
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